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〔
論
　
考
〕

一
八
七
一
～
一
九
三
一
年
の
日
中
貿
易

樊　
　
　

如　

森

（
吉
田
建
一
郎　

訳
）

　

近
代
の
日
中
経
済
関
係
に
お
い
て
、
輸
出
入
貿
易
の
発
展
は
重
要

な
意
義
を
も
つ
。
日
本
の
軍
国
主
義
に
よ
る
対
中
侵
略
戦
争
の
影
響

を
受
け
て
、
学
術
界
は
近
代
日
中
間
の
経
済
関
係
よ
り
も
政
治
的
関

係
に
対
し
て
は
る
か
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
一

九
九
〇
年
以
前
の
研
究
成
果
が
、
主
に
一
九
三
一
～
四
五
年
の
日
本

に
よ
る
経
済
面
で
の
掠
奪
行
為
を
告
発
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
九
三

一
年
以
前
の
両
国
の
経
済
関
係
に
関
す
る
客
観
的
考
察
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
に
現
れ
て
い
る）（
（

。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
こ
う
し
た
状
況

に
変
化
が
で
て
き
た
。
例
え
ば
婁
向
哲
が
著
し
た
「
論
近
代
中
日
貿

易
対
日
本
経
済
発
展
之
影
響
」）
（
（

は
、
そ
の
先
駆
け
と
言
う
べ
き
も
の

で
あ
る
。
た
だ
、
デ
ー
タ
に
ま
と
ま
り
が
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ

た
。
ま
た
両
国
の
貿
易
が
中
国
経
済
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
言
及

を
避
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
樊
如
森
や
吉
田
建
一
郎
に
よ
る
も
の
を

は
じ
め
と
し
て
、
近
代
の
日
中
貿
易
に
関
す
る
様
々
な
成
果
が
公
表

さ
れ
て
き
た
が）（
（

、
系
統
的
な
研
究
を
進
め
る
余
地
は
ま
だ
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。
近
代
の
両
国
間
の
貿
易
に
客
観
的
な
考
察
を
加
え
る
こ

と
は
、
近
代
日
中
経
済
関
係
の
全
貌
を
分
析
す
る
上
で
、
ま
た
未
来

の
た
め
の
鑑
と
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
。

一　

一
八
七
一
～
九
四
年
に
お
け
る
対
等
な
貿
易

　

一
八
六
〇
年
代
の
中
国
は
、
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
や
太
平
天
国
の

乱
を
経
て
、
総
合
的
な
国
力
が
大
き
く
低
下
し
て
い
た
。
同
時
期
の
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表 1　（87（～（894年の日中貿易

年
日本からの輸入 日本への輸出 輸出入の合計

額（海関両） 指数 額（海関両） 指数 額（海関両） 指数

（87（ （,89（,06（ （00.0 （,（75,495 （00.0 （,066,556 （00.0
（87（ （,8（（,4（（ （49.7 （,（（4,0（（ （（（.8 4,（45,4（4 （（5.（
（87（ （,（07,009 （69.6 （,（4（,995 97.（ 4,（5（,004 （4（.9
（874 （,4（（,58（ （（7.6 （,756,（（（ （49.4 4,（69,694 （（6.0
（875 （,485,689 （（（.4 （,95（,（77 （66.（ 4,4（8,866 （44.8
（876 （,（（6,（（4 （65.9 （,7（7,497 （46.（ 4,85（,8（（ （58.（
（877 （,509,05（ （85.6 （,869,9（（ （59.（ 5,（78,96（ （75.4
（878 4,050,558 （（4.（ （,68（,7（8 （4（.（ 5,7（（,（76 （87.0
（879 （,4（7,068 （80.7 （,（（（,595 （89.9 5,649,66（ （84.（
（880 （,50（,067 （85.（ （,（0（,（77 （87.4 5,704,444 （86.0
（88（ （,78（,574 （00.0 （,764,40（ （50.（ 5,545,976 （80.9
（88（ 4,44（,（4（ （（4.9 （,766,858 （50.（ 6,（09,099 （0（.5
（88（ （,7（8,（06 （97.7 （,4（0,787 （（0.0 5,（48,89（ （67.9
（884 （,655,55（ （9（.（ （,795,8（5 （5（.8 5,45（,（67 （77.8
（885 5,（6（,9（8 （78.4 （,49（,（98 （（6.9 6,755,（（6 （（0.（
（886 5,69（,489 （0（.0 （,（（（,0（6 （04.0 6,9（（,5（5 （（5.4
（887 5,565,（05 （94.（ （,（（（,（（7 （79.8 7,678,44（ （50.4
（888 5,774,8（（ （05.4 （,56（,（58 （0（.0 9,（（6,970 （04.5
（889 6,60（,8（（ （49.（ 6,469,0（0 550.（ （（,070,86（ 4（6.（
（890 7,（88,685 （90.7 4,8（（,4（7 4（（.（ （（,（（（,（（（ （98.5
（89（ 5,704,74（ （0（.7 5,80（,（（8 49（.5 （（,506,070 （75.（
（89（ 6,70（,（0（ （54.4 8,05（,7（（ 685.（ （4,756,0（4 48（.（
（89（ 7,85（,068 4（5.（ 9,（（7,975 794.4 （7,（90,04（ 560.6
（894 9,（（0,（7（ 48（.8 9,（56,6（（ 787.5 （8,（86,805 599.6

典拠：侯厚培・呉覚農『日本帝国主義対華経済侵略』上海、黎明書局、（9（（年、第
7章第 （表をもとに作成。
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日
本
も
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン

ダ
と
い
っ
た
列
強
の
脅
威
の
も
と
、
一
連
の
不
平
等
な
修
好
通
商
条

約
を
結
ん
で
い
た
。
こ
の
時
期
、
中
国
の
洋
務
運
動
と
日
本
の
明
治

維
新
は
、
い
ず
れ
も
西
洋
の
長
所
に
学
び
富
強
を
目
指
し
た
。
し
か

し
そ
の
成
果
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
。
一
八
七
一
年
、
両
国
間
の
初
め

て
の
対
等
な
条
約
で
あ
る
日
清
修
好
条
規
が
結
ば
れ
た
。
こ
の
条
規

の
第
七
条
に
基
づ
き
、
日
中
間
の
対
等
な
貿
易
と
い
う
原
則
の
拠
り

ど
こ
ろ
と
し
て
通
商
章
程
も
調
印
さ
れ
た
。
そ
の
第
一
款
に
よ
り
、

中
国
は
す
で
に
欧
米
列
強
に
開
放
し
て
い
た
上
海
、
鎮
江
、
寧
波
、

九
江
、
漢
口
、
天
津
、
牛
荘
、
芝
罘
、
広
州
、
汕
頭
、
瓊
州
、
福
州
、

廈
門
、
台
湾
、
淡
水
の
一
五
か
所
を
日
本
に
開
放
し
た
。
日
本
も
、

す
で
に
列
強
に
開
放
し
て
い
た
横
浜
、
箱
館
、
大
阪
、
神
戸
、
新
潟
、

夷
港
、
長
崎
、
築
地
の
八
か
所
を
中
国
に
開
放
し
、
日
中
貿
易
の
全

面
的
な
発
展
の
扉
が
開
か
れ
た
。

　

表
（
が
示
す
よ
う
に
、
一
八
七
一
年
に
通
商
章
程
が
結
ば
れ
た
後
、

日
中
貿
易
は
急
速
に
発
展
し
た
。
一
八
九
四
年
ま
で
に
輸
出
入
貿
易

の
総
額
は
約
六
倍
に
な
り
、
日
本
か
ら
中
国
へ
の
輸
出
は
約
四
・
八

倍
、
中
国
か
ら
日
本
へ
の
輸
出
は
約
七
・
九
倍
と
な
っ
た
。
中
国
か

ら
日
本
へ
の
輸
出
額
の
伸
び
率
は
、
日
本
か
ら
中
国
へ
の
そ
れ
よ
り

も
大
き
か
っ
た
が
、
貿
易
額
で
は
概
し
て
中
国
が
入
超
の
状
態
に

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
相
互
補
完
の
状
況
は
、
こ
の
時
期
の
日
中
貿
易

が
対
等
で
あ
っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
当
時
の
中
国
の
主
要
な
貿
易
相
手
は
、
対
中
貿
易
の
基
盤

の
厚
い
欧
米
列
強
で
あ
っ
た
。
一
八
六
八
～
九
三
年
の
各
年
に
お
い

て
、
中
国
の
対
外
貿
易
額
に
占
め
る
イ
ギ
リ
ス
（
本
国
、
香
港
、
イ

ン
ド
）
の
割
合
は
平
均
で
七
二
・
八
％
、
ア
メ
リ
カ
は
六
・
七
％
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
は
三
・
九
％
に
と
ど
ま
っ
た）4
（

。
日
中

貿
易
は
対
等
で
あ
る
が
、
中
国
の
対
外
貿
易
に
占
め
る
日
本
の
比
重

は
高
く
な
か
っ
た
。

二　

一
八
九
五
年
以
降
の
不
平
等
な
貿
易

　

一
八
九
五
年
、
日
清
戦
争
に
敗
れ
た
中
国
は
厳
し
い
条
件
を
含
む

下
関
条
約
を
結
ば
さ
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
軍
国
主
義
が
中
国
に
締

結
を
強
い
た
最
初
の
不
平
等
条
約
で
あ
り
、
清
は
領
土
の
割
譲
、
賠

償
金
の
支
払
い
を
認
め
、
日
清
修
好
条
規
と
通
商
章
程
は
失
効
し
た
。

一
八
九
六
年
に
は
、
協
定
関
税
、
最
恵
国
待
遇
な
ど
日
本
が
欧
米
列

強
と
同
様
の
特
権
を
得
た
日
清
通
商
航
海
条
約
、
一
九
〇
三
年
に
は

追
加
条
約
が
結
ば
れ
た
。

　

日
清
、
日
露
の
両
戦
争
で
勝
利
し
た
日
本
は
、
一
九
一
一
年
に
関

税
自
主
権
を
回
復
し
、
関
税
障
壁
を
活
用
し
て
自
国
の
工
業
の
保
護
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表 2　（895～（9（（年の日中貿易

年
日本からの輸入 日本への輸出 輸出入の合計

額（海関両） 指数 額（海関両） 指数 額（海関両） 指数

（895 （7,（95,0（8 （00.0 （4,8（（,64（ （00.0 （（,0（6,680 （00.0
（896 （7,（90,（（（ （0（.（ （（,（78,854 76.8 （8,768,977 89.9
（897 （（,564,（84 （（（.（ （6,6（6,7（8 （（（.（ （9,（9（,0（（ （（（.4
（898 （7,（76,06（ （59.（ （6,09（,778 （08.6 4（,468,84（ （（5.8
（899 （5,896,745 （08.8 （7,（5（,（44 （（6.4 5（,（47,889 （66.0
（900 （5,75（,694 （49.8 （6,9（8,05（ （（4.（ 4（,690,747 （（（.（
（90（ （（,567,656 （89.4 （6,855,7（5 （（（.7 49,44（,（8（ （54.4
（90（ （5,（4（,（8（ （05.5 （8,7（8,（94 （9（.8 64,070,577 （00.（
（90（ 50,（98,（4（ （9（.5 （0,4（（,4（5 （05.（ 80,7（（,778 （5（.（
（904 50,（64,056 （9（.7 （7,986,858 （56.（ 88,（50,9（4 （75.（
（905 6（,（（5,（48 （56.6 （5,464,96（ （（9.（ 96,780,（（（ （0（.（
（906 6（,05（,（56 （55.（ （（,（04,9（（ （（4.7 94,（57,（87 （94.7
（907 57,46（,4（0 （（4.（ （9,（47,476 （65.5 96,808,886 （0（.4
（908 5（,500,960 （05.（ （7,（（9,948 （50.4 89,6（0,908 （79.9
（909 59,975,（87 （48.8 5（,558,（55 （47.9 （（（,5（（,（4（ （48.4
（9（0 76,755,559 446.4 6（,605,864 4（5.6 （（8,（66,4（（ （69.7
（9（（ 76,506,（76 444.9 6（,048,58（ 4（8.6 （4（,554,857 44（.（
（9（（ 9（,0（6,65（ 5（9.（ 55,（6（,004 （7（.8 （46,（78,656 456.9
（9（（ （（9,（46,66（ 694.（ 65,544,（86 44（.（ （84,890,848 577.5

典拠：表 （と同じ。
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に
の
り
だ
し
た
。
同
時
に
日
本
の
主
導
で
開
港
を
迫
る
動
き
も
強

ま
っ
た
。
一
九
三
〇
年
ま
で
に
、
列
強
が
条
約
に
よ
り
開
港
を
強
い

た
港
は
八
二
、
こ
の
う
ち
日
本
が
開
港
を
迫
っ
た
の
は
二
五
に
の
ぼ

り
、
イ
ギ
リ
ス
に
次
ぐ
数
で
あ
っ
た）5
（

。
一
方
中
国
で
も
、
民
族
的
危

機
と
い
う
刺
激
の
も
と
、
洋
務
運
動
、
戊
戌
の
変
法
、
そ
し
て
光
緒

新
政
が
進
め
ら
れ
た
。
汽
船
、
鉄
道
な
ど
の
新
式
の
交
通
手
段
が

大
々
的
に
普
及
し
、
近
代
工
業
が
興
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
中
貿

易
を
含
む
中
国
の
対
外
貿
易
は
、
困
難
、
曲
折
の
中
で
も
発
展
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

一
八
九
四
年
、
中
国
の
日
本
か
ら
の
輸
入
額
と
日
本
向
け
の
輸
出

額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
一
三
万
一
七
三
海
関
両
、
九
二
五
万
六
六
三
二

海
関
両
で
あ
っ
た
。
一
八
九
五
年
、
こ
の
二
つ
の
数
値
は
そ
れ
ぞ
れ

一
七
一
九
万
五
〇
三
八
海
関
両
、
一
四
八
二
万
一
六
四
二
海
関
両
と

な
っ
た
。
一
年
前
と
比
べ
て
八
八
・
三
％
と
六
〇
・
一
％
の
増
加
で

あ
る
。
一
九
一
三
年
に
は
、
一
八
九
五
年
と
比
べ
て
輸
入
額
が
約

六
・
九
倍
、
輸
出
額
が
約
四
・
四
倍
と
な
り
、
日
中
貿
易
の
発
展
が

見
出
さ
れ
る
。
た
だ
し
表
（
は
、
こ
の
時
期
の
日
本
か
ら
中
国
へ
の

輸
出
額
増
加
の
ペ
ー
ス
が
、
中
国
か
ら
日
本
へ
の
そ
れ
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
一
九
一
三
年
、
中
国
の
日
本
に

対
す
る
輸
入
超
過
額
は
五
三
八
〇
万
二
四
七
六
海
関
両
、
輸
入
額
が

輸
出
額
の
一
・
八
二
倍
で
あ
り
、
両
国
間
の
不
平
等
な
貿
易
構
造
が

は
っ
き
り
と
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
八
九
四
～
一
九
一
一
年
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
（
本
国
の
ほ
か

香
港
、
イ
ン
ド
を
含
む
）
と
の
貿
易
額
が
、
中
国
の
対
外
貿
易
額
全

体
に
占
め
る
割
合
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
時
期
（
一
八
六
八
～
九
三
年
）

の
七
二
・
八
％
か
ら
五
六
・
七
％
に
低
下
し
た
。
ア
メ
リ
カ
と
の
貿

易
額
は
六
・
七
％
か
ら
九
％
へ
、
日
本
と
の
貿
易
額
は
三
・
九
％
か

ら
一
二
・
七
％
に
上
昇
し
た
。
こ
れ
は
、
各
国
の
対
中
貿
易
に
お
い

て
イ
ギ
リ
ス
が
依
然
と
し
て
首
位
を
占
め
て
い
た
が
、
日
本
の
地
位

が
急
速
に
上
昇
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
本
は
ア
メ
リ
カ
を
こ

え
て
、
中
国
に
と
っ
て
第
二
位
の
貿
易
相
手
と
な
っ
た）6
（

。

三　

不
平
等
な
経
済
・
貿
易
関
係
の
加
速	

（
一
九
一
四
～
三
一
年
）

　

一
九
一
四
年
に
第
一
次
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
日
本
は
中
国
に
お

け
る
欧
米
列
強
の
力
の
空
白
を
埋
め
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
日
中

間
の
貿
易
の
天
秤
は
さ
ら
に
日
本
側
に
傾
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た

伝
統
的
な
輸
出
入
貿
易
の
ほ
か
、
日
本
に
よ
る
対
中
資
本
投
資
と
い

う
新
た
な
要
素
が
増
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

表
（
か
ら
は
、
第
一
次
大
戦
中
お
よ
び
戦
後
に
、
日
中
間
の
貿
易
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表 3　（9（4～（9（（年の日中貿易

年
日本からの輸入 日本への輸出 輸出入の合計

額（海関両） 指数 額（海関両） 指数 額（海関両） 指数

（9（4 （（7,（（9,99（ （00.0 64,6（6,059 （00.0 （9（,7（6,05（ （00.0
（9（5 （（0,（49,5（4 94.6 77,676,8（7 （（0.（ （97,9（6,（（（ （0（.（
（9（6 （60,490,7（0 （（6.（ （（（,9（（,（58 （74.8 （7（,4（（,978 （4（.6
（9（7 （（（,666,89（ （74.4 （05,77（,8（9 （6（.7 （（7,440,7（0 （70.8
（9（8 （（8,858,578 （87.9 （6（,（94,09（ （5（.9 40（,（5（,670 （09.8
（9（9 （46,940,997 （94.（ （95,006,0（（ （0（.8 44（,947,0（9 （（0.5
（9（0 （（9,（（5,866 （80.（ （4（,9（7,90（ （（9.6 （7（,06（,768 （9（.5
（9（（ （（0,（59,（（7 （65.5 （7（,（（0,7（8 （66.4 （8（,469,965 （99.5
（9（（ （（（,4（8,885 （8（.（ （59,754,（5（ （47.（ （9（,（8（,（（6 （04.0
（9（（ （（（,0（4,（97 （66.0 （98,5（7,（46 （07.（ 409,54（,64（ （（（.6
（9（4 （（4,76（,86（ （84.7 （0（,（75,9（6 （（（.（ 4（5,9（7,789 （（7.4
（9（5 （99,755,6（（ （（5.8 （86,（（7,0（7 （88.4 486,09（,648 （5（.5
（9（6 （（6,909,44（ （65.0 （（（,740,889 （（7.7 548,650,（（0 （86.（
（9（7 （9（,79（,760 （（（.（ （08,8（8,8（0 （（（.（ 50（,6（（,570 （6（.（
（9（8 （（9,（9（,4（9 （5（.（ （（8,60（,45（ （5（.8 547,895,89（ （85.8
（9（9 （（（,（4（,66（ （54.（ （56,4（8,（（0 （96.8 579,569,98（ （0（.（
（9（0 （（7,（64,867 （57.4 （（6,555,（4（ （（5.（ 54（,7（0,（09 （8（.6
（9（（ （95,7（7,（（9 （（（.6 （64,956,0（（ 4（0.0 560,68（,（（（ （9（.4

典拠：前掲『日本帝国主義対華経済侵略』第 7章第 （表、蔡謙『近二十年来之中日貿易
及其主要商品』上海、商務印書館、（9（6年、附表 （頁をもとに作成。
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額
の
伸
び
が
鈍
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
一
四
年
と
一
九
三

一
年
を
比
べ
る
と
、
日
本
の
対
中
輸
出
額
は
約
二
・
三
倍
に
、
中
国

の
対
日
輸
出
額
は
約
四
・
一
倍
に
な
り
、
輸
出
入
の
合
計
額
は
約

二
・
九
倍
と
な
る
に
と
ど
ま
っ
た）7
（

。
一
九
一
四
年
に
お
け
る
中
国
の

対
日
輸
入
超
過
額
は
六
二
五
〇
万
三
九
三
三
海
関
両
、
輸
入
額
は
輸

出
額
の
約
一
・
九
七
倍
、
一
九
三
〇
年
に
は
、
輸
入
超
過
額
が
一
億

一
〇
六
〇
万
九
六
二
五
海
関
両
、
輸
入
額
は
輸
出
額
の
約
一
・
五
倍

に
ま
で
低
下
し
、
さ
ら
に
一
九
三
一
年
に
は
、
輸
入
超
過
額
は
三
〇

七
七
万
一
一
〇
六
海
関
両
、
輸
入
額
は
輸
出
額
の
約
一
・
一
六
倍
と

な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
両
国
間
の
貿
易
が
合
理
的
な
方
向
へ
向
か

い
、
不
平
等
が
徐
々
に
小
さ
く
な
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

　

し
か
し
実
際
に
は
、
日
中
間
の
経
済
・
貿
易
関
係
の
不
平
等
は
縮

小
せ
ず
、
よ
り
強
ま
っ
た
。
貿
易
統
計
は
両
国
の
経
済
関
係
を
示
す

数
的
デ
ー
タ
の
一
部
で
あ
る
。
日
中
間
の
経
済
関
係
全
体
を
み
る
と
、

第
一
次
大
戦
後
、
中
国
に
お
け
る
日
本
の
商
品
密
売
活
動
が
日
々
活

発
に
な
っ
た）8
（

。
こ
う
し
た
経
済
活
動
の
デ
ー
タ
は
各
開
港
場
の
海
関

統
計
に
は
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
、
一
九
一
〇
年
代
以
降
、
中
国
に
対

す
る
日
本
の
資
本
投
資
が
増
加
し
た）9
（

。
こ
う
し
た
活
動
の
デ
ー
タ
も

海
関
統
計
に
は
反
映
さ
れ
な
い
。
一
九
三
一
年
に
お
い
て
日
本
が
上

海
、
青
島
、
東
北
地
域
な
ど
で
直
接
投
資
に
よ
り
設
け
た
綿
紡
績
企

業
は
一
五
に
の
ぼ
る
。
管
轄
の
紡
績
工
場
は
四
五
軒
、
紡
錘
数
は
一

六
三
万
、
紡
織
機
は
一
四
万
台
、
労
働
者
は
七
・
七
万
人
で
、
中
国

に
展
開
す
る
外
国
資
本
の
綿
紡
績
業
の
首
位
を
占
め
た
。

　

こ
の
ほ
か
日
本
は
、
上
海
で
紙
巻
煙
草
、
化
学
、
印
刷
、
機
械
、

食
品
、
天
津
で
食
品
、
化
学
、
雑
貨
、
広
州
で
マ
ッ
チ
、
精
米
と

い
っ
た
各
産
業
に
投
資
し
た
。
ま
た
、
沿
海
部
や
内
陸
河
川
の
汽
船

運
輸
業
、
東
北
三
省
の
鉄
道
や
鉱
山
業
に
投
資
し
、
中
国
の
金
融
機

構
を
通
し
て
中
国
政
府
に
巨
額
の
借
款
を
提
供
し
た
。
金
冶
井
谷
に

よ
れ
ば
、
一
九
〇
七
～
三
〇
年
に
お
い
て
、
日
本
の
中
国
に
対
す
る

輸
出
超
過
額
、
す
な
わ
ち
中
国
の
日
本
に
対
す
る
輸
入
超
過
額
は
二

四
億
二
〇
〇
〇
万
円
、
日
本
の
中
国
に
対
す
る
資
本
投
資
額
は
二
五

億
三
〇
〇
〇
万
円
に
達
し
た）（1
（

。
よ
っ
て
日
本
の
対
中
資
本
投
資
は
、

表
面
上
は
中
国
の
日
本
に
対
す
る
輸
入
超
過
を
相
殺
し
、
日
中
間
の

貿
易
収
支
の
均
衡
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、

日
本
は
資
源
が
不
足
し
、
市
場
が
小
さ
く
、
労
賃
が
高
か
っ
た
た
め
、

中
国
に
対
す
る
直
接
的
な
企
業
投
資
は
、
同
額
を
本
国
で
投
資
す
る

よ
り
も
多
く
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
日
本
の
全
体

的
な
経
済
力
は
強
化
さ
れ
、
日
中
間
の
経
済
、
貿
易
の
交
流
に
お
け

る
不
平
等
は
よ
り
拡
大
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
下
関
条
約
の
締
結
に
よ
り
、
日
本
は
欧



94

米
の
後
に
続
い
て
中
国
の
人
々
を
圧
迫
す
る
新
た
な
列
強
と
な
っ
た

が
、
両
国
が
平
和
的
に
つ
き
あ
う
と
い
う
政
治
の
形
態
は
ま
だ
根
本

的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
日
中
間
の
経
済
交
流
は
、

ま
だ
市
場
経
済
の
ル
ー
ル
と
い
う
前
提
の
も
と
で
紆
余
曲
折
を
経
な

が
ら
進
展
し
た
。
し
か
し
一
九
三
一
年
の
満
洲
事
変
は
、
日
本
の
軍

国
主
義
者
が
武
力
で
中
国
を
取
り
こ
む
「
大
陸
政
策
」
が
最
高
に
エ

ス
カ
レ
ー
ト
し
た
出
来
事
と
し
て
、
両
国
の
平
和
共
存
の
政
治
的
基

礎
を
根
本
か
ら
崩
し
た
。
こ
れ
は
両
国
の
そ
れ
ま
で
の
相
対
的
に
正

常
な
貿
易
関
係
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
後
、
貪
欲
で
高
慢

な
日
本
の
軍
は
、
銃
砲
と
銃
剣
を
道
具
と
し
て
、
中
国
の
占
領
地
域

に
対
し
、
決
し
て
平
等
と
は
い
え
な
い
、
ま
た
貿
易
の
ル
ー
ル
と
言

う
べ
き
も
の
が
な
い
野
蛮
な
収
奪
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
は
、

戦
争
を
利
用
し
て
力
づ
く
で
政
治
、
経
済
の
支
配
を
行
う
と
い
う
悪

循
環
に
陥
っ
た
。「
戦
争
は
日
本
の
困
難
を
解
決
で
き
ず
、
日
本
の

困
難
を
増
や
す
だ
け
」）
（（
（

で
あ
っ
た
。
日
本
が
起
こ
し
た
中
国
侵
略
戦

争
は
、
日
中
両
国
の
長
期
に
わ
た
る
相
対
的
に
正
常
な
貿
易
関
係
を

中
断
し
た
だ
け
で
な
く
、
両
国
特
に
中
国
に
非
常
に
大
き
な
災
難
を

も
た
ら
し
、
平
和
を
強
く
望
む
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
各
国
、
特
に

中
国
の
人
々
の
強
い
抵
抗
を
生
ん
だ
。
そ
し
て
一
九
四
五
年
に
至
り
、

日
本
軍
国
主
義
の
中
国
侵
略
に
関
わ
っ
た
勢
力
は
完
全
に
崩
壊
し
た
。

四　

商
品
構
成
か
ら
み
た
日
中
貿
易

　

一
八
七
一
年
以
前
、
日
中
間
の
貿
易
は
あ
っ
た
が
、
両
国
の
経
済

を
け
ん
引
し
て
い
た
の
は
農
業
で
あ
っ
た
た
め
、
貿
易
は
双
方
の
特

産
品
の
交
換
で
あ
っ
た
。
ま
た
当
時
は
帆
船
の
輸
送
技
術
の
制
約
が

あ
り
、
貿
易
の
規
模
に
は
限
り
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
明
代
に
お
い
て
、

中
国
か
ら
日
本
へ
は
主
に
銅
銭
、
書
籍
、
人
参
、
絹
織
物
、
文
具
、

陶
磁
器
、
糸
、
茶
が
、
日
本
か
ら
中
国
へ
は
貨
幣
鋳
造
に
必
要
な
銅

を
中
心
に
、
刀
剣
、
硫
黄
、
扇
子
、
屏
風
、
海
産
物
、
木
材
な
ど
が

運
ば
れ
た
。
清
代
の
道
光
期
以
前
に
お
い
て
、
日
本
の
対
外
貿
易
の

相
手
の
中
心
は
中
国
で
あ
っ
た
。
日
本
は
入
超
の
状
態
に
あ
り
、
貿

易
の
主
導
権
は
中
国
に
あ
っ
た
。
日
本
は
金
銀
の
流
出
が
非
常
に
多

く
、
銅
の
輸
出
も
増
え
る
な
か
で
、
刀
剣
、
硫
黄
、
金
銀
の
輸
出
を

段
階
的
に
な
く
し
、
銅
器
、
磁
器
、
蒔
絵
や
め
っ
き
の
道
具
、
海
産

物
な
ど
を
中
国
へ
も
ち
こ
ん
だ
。
中
国
か
ら
日
本
へ
は
、
書
籍
、
生

糸
、
絹
織
物
、
綿
織
物
、
紙
、
砂
糖
、
文
房
具
、
茶
、
茶
道
具
、
磁

器
、
錫
製
の
器
物
、
針
、
櫛
、
漆
器
、
薬
種
、
蝋
燭
、
刺
繍
品
、
書

画
、
果
物
、
銅
器
、
香
料
、
鼈
甲
、
真
珠
、
翡
翠
、
水
銀
、
眼
鏡
な

ど
が
運
ば
れ
た）（1
（

。

　

一
八
七
一
年
以
降
も
し
ば
ら
く
は
、
日
中
貿
易
の
商
品
構
成
は
、
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表 4　中国の対日貿易額の品目別割合（（9（（～（9（（年）

年
食品類（％）

工業原料類（％） 工業製品類
（％）

その他（％） 合計
（％）

未加工 加工済

輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入

（9（（ 4.（ （6.4 5（.（ 8.9 40.9 （0.7 （.（ （9.9 0.7 4.（ （00.0
（9（（ 4.0 （6.0 46.（ 8.（ 48.（ （4.4 （.（ （7.9 0.5 （.5 （00.0
（9（4 4.9 （（.5 49.6 8.6 4（.7 （6.4 （.（ 40.6 0.5 0.9 （00.0
（9（5 4.7 （4.0 48.（ 7.（ 45.（ （（.8 （.9 4（.5 ※ （.6 （00.0
（9（6 （.（ （4.4 （7.7 9.（ 57.（ （8.8 （.（ 45.5 0.8 （.0 （00.0
（9（7 （.（ （5.9 4（.5 8.9 5（.0 （（.8 （.4 5（.4 （.0 （.0 （00.0
（9（8 5.0 （（.（ 5（.7 8.5 4（.（ （（.7 （.7 54.5 0.5 （.（ （00.0
（9（9 （（.（ 7.7 4（.（ 6.（ 4（.（ （（.6 （.（ 6（.5 （.（ （.（ （00.0
（9（0 9.7 7.7 （9.7 8.（ 47.0 （4.5 （.8 56.9 （.8 （.6 （00.0
（9（（ （（.5 9.9 4（.4 7.（ 4（.6 （4.6 （.0 55.（ （.5 （.（ （00.0
（9（（ 9.6 （（.4 45.（ 7.4 40.9 （（.7 （.8 5（.5 （.6 （.0 （00.0
（9（（ 7.（ （（.7 50.（ （（.0 （7.6 （7.6 （.9 55.4 （.0 （.（ （00.0
（9（4 7.（ （5.（ 5（.8 （（.7 （4.9 （4.（ （.（ 54.8 （.9 （.0 （00.0
（9（5 5.9 （5.5 55.0 （7.（ （5.5 （（.5 （.9 5（.8 0.7 （.（ （00.0
（9（6 7.（ （6.4 5（.9 （5.9 （6.5 （0.（ （.0 55.5 0.（ （.9 （00.0
（9（7 7.4 （6.5 56.9 （7.0 （（.4 8.9 （.8 55.（ 0.5 （.4 （00.0
（9（8 8.4 （7.4 58.（ （（.8 （0.（ 7.5 （.8 6（.5 0.5 （.8 （00.0
（9（9 （（.（ （7.0 57.（ （0.0 （9.（ 7.7 （.（ 6（.（ 0.（ （.（ （00.0
（9（0 8.7 （6.（ 56.（ （0.（ （（.（ 8.（ （.0 6（.8 0.9 （.5 （00.0
（9（（ 8.5 （7.9 5（.8 （0.（ （6.5 7.6 （.6 6（.4 0.6 （.8 （00.0

典拠：前掲『近二十年来之中日貿易及其主要商品』附表（6～（7頁をもとに作成。
注：※は0.05％未満をあらわす。
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双
方
の
伝
統
的
な
特
産
品
が
中
心
で
あ
っ
た
。
中
国
の
外
国
貿
易
の

主
要
輸
入
品
は
、
イ
ン
ド
の
ア
ヘ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
の
綿
織
物
、
ベ
ル

ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
金
属
、
灯
油
、
綿
花
、

染
料
で
あ
り
、
主
要
輸
出
品
は
生
糸
と
茶
、
販
路
は
主
に
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
で
、
日
本
市
場
と
の
関
連
は
大
き
く
な
か
っ
た
。

た
だ
一
九
一
〇
年
代
に
は
、
綿
織
物
、
金
属
、
化
学
品
と
い
っ
た
日

本
の
近
代
工
業
関
連
品
が
中
国
市
場
に
入
っ
て
お
り
、
大
豆
、
綿
花
、

油
脂
種
子
や
そ
の
加
工
品
と
い
っ
た
中
国
の
新
し
い
輸
出
品
も
日
本

に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
日
中
貿
易
の
商
品
構
成
に
は
っ
き
り

と
変
化
が
お
き
て
い
た
。

　

表
4
が
示
す
よ
う
に
、
一
九
一
二
～
三
一
年
の
中
国
か
ら
日
本
へ

の
輸
出
品
は
、
加
工
を
施
し
て
い
な
い
工
業
原
料
が
最
も
多
く
、
平

均
で
対
日
輸
出
額
の
四
九
・
五
％
を
占
め
た
。
つ
い
で
多
い
の
は
一

次
加
工
を
施
し
た
工
業
原
料
で
、
四
〇
・
四
％
を
占
め
た
。
こ
れ
ら

二
品
目
で
、
対
日
輸
出
の
約
九
割
を
占
め
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
か

ら
う
か
が
え
る
の
は
、
中
国
の
対
日
貿
易
が
、
付
加
価
値
の
低
い
大

量
の
工
業
原
料
の
輸
出
を
中
心
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
は
中
国
が
輸
入
超
過
の
立
場
に
お
か
れ
た
根
本
的
な
原
因
で

あ
っ
た
。
第
三
位
の
食
品
類
の
輸
出
は
増
加
傾
向
に
は
あ
っ
た
が
、

平
均
で
七
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
工
業
製
品
の
輸
出
は
さ
ら
に
少
な

く
平
均
で
二
・
二
％
で
あ
る
。
中
国
の
近
代
工
業
化
の
程
度
の
低
さ
、

日
中
貿
易
に
お
け
る
劣
勢
な
立
場
を
示
し
て
い
る
。

　

一
方
、
中
国
の
日
本
か
ら
の
輸
入
品
は
工
業
製
品
が
最
も
多
く
、

平
均
で
日
本
か
ら
の
輸
入
額
の
五
三
・
二
％
を
占
め
た
。
日
本
の

「
殖
産
興
業
」
が
大
き
な
成
果
を
あ
げ
、
中
国
は
日
本
の
高
付
加
価

値
工
業
製
品
の
販
売
市
場
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
日
中
貿
易
に
お
い

て
日
本
が
輸
出
超
過
の
立
場
に
な
っ
た
大
き
な
原
因
で
あ
っ
た
。
第

二
位
の
工
業
原
料
は
、
中
国
の
民
族
工
業
に
と
っ
て
基
盤
と
な
る
原

料
で
あ
っ
た
が
、
初
歩
的
な
加
工
を
経
た
原
料
で
あ
り
、
平
均
で
輸

出
額
の
一
九
・
八
％
を
占
め
た
。
第
三
位
は
食
品
類
で
一
四
・
三
％
、

第
四
位
は
加
工
を
施
し
て
い
な
い
低
付
加
価
値
の
工
業
原
料
で
、
一

〇
・
三
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
日
中
貿
易
に
お
け
る
日
本
の
優
位
な

立
場
を
示
し
て
い
る
。

五　

近
代
日
中
貿
易
の
歴
史
的
位
置

　

中
国
と
日
本
は
地
理
的
な
距
離
が
近
く
、
相
互
補
完
性
が
強
い
。

世
界
経
済
が
一
体
化
し
て
い
る
中
で
、
双
方
が
接
触
を
絶
ち
、
互
い

に
交
渉
の
機
会
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
根
本
的
に
不
可
能
で
あ

る
。
両
国
は
戦
争
か
平
和
か
と
い
う
国
際
関
係
の
か
け
ひ
き
の
中
で
、

双
方
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
政
治
、
経
済
の
関
係
を
選
択
す
る
こ
と
が
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求
め
ら
れ
る
。

　

ま
ず
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
近
代
の
大
部
分
の
時
期
に
お

い
て
、
中
国
は
日
中
関
係
で
弱
い
立
場
に
お
か
れ
て
い
た
た
め
、
日

本
の
軍
国
主
義
者
に
よ
る
政
治
、
軍
事
、
経
済
面
で
の
侵
略
的
な
振

る
舞
い
は
、
自
ず
と
中
国
の
人
々
の
怒
り
と
抵
抗
を
ひ
き
お
こ
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
十
一
カ
条
要
求
や
満
洲
事
変
後
の
動
向
は

特
に
顕
著
な
例
で
あ
る
。
劉
世
仁
が
著
書
『
日
本
対
華
経
済
侵
略

史
』
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
日
本
の
帝
国
主
義
者
は
わ
が
国

に
と
っ
て
代
々
の
敵
で
あ
り
、
わ
が
国
唯
一
の
敵
」
で
あ
っ
た
。
彼

は
こ
の
書
籍
の
目
的
を
「
日
本
に
よ
る
中
国
で
の
四
十
年
来
の
経
済

侵
略
の
史
実
を
叙
述
し
、
敵
の
侵
略
に
対
す
る
民
衆
の
深
く
的
確
な

認
識
を
喚
起
し
、
敵
に
抗
う
濃
厚
な
意
識
を
強
め
る
こ
と
」
と
し
、

日
中
の
経
済
交
流
史
は
完
全
に
中
国
人
民
の
血
と
涙
が
積
み
重
な
っ

て
で
き
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た）（1
（

。
国
民
党
の
要
人
で
あ
る
鄒
魯
は

著
書
『
日
本
対
華
経
済
侵
略
』
で
、
日
本
帝
国
主
義
に
よ
る
中
国
侵

略
の
四
つ
の
方
式
、
つ
ま
り
武
力
、
政
治
、
文
化
、
経
済
の
う
ち
最

も
ひ
ど
い
の
は
経
済
侵
略
で
あ
り
、
団
結
し
て
侮
り
を
防
げ
る
か
否

か
、
人
々
が
み
な
敵
国
品
を
使
わ
ず
国
産
品
を
使
っ
て
敵
の
経
済
侵

略
の
粗
野
な
試
み
を
絶
て
る
か
否
か
で
、
中
華
民
族
の
前
途
の
生
死

が
判
断
さ
れ
る
と
述
べ
た）（1
（

。
こ
う
し
た
憤
慨
し
た
言
行
は
、
中
国
人

に
と
っ
て
道
理
、
正
義
に
か
な
っ
て
お
り
、
理
解
で
き
る
も
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
経
済
活
動
の
実
態
、
特
徴
は
多
様
で
あ
る
。
日
本
を
含

む
近
代
の
列
強
に
よ
る
非
戦
時
期
の
対
中
貿
易
、
投
資
は
中
国
人
民

の
剰
余
価
値
を
搾
取
す
る
側
面
を
も
つ
と
同
時
に
、
客
観
的
に
は
中

国
経
済
の
発
展
を
刺
激
、
促
進
す
る
側
面
も
も
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

考
え
る
理
由
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
め
は
、
外
国
人
に
よ
る
中
国
で
の

投
資
は
、
中
国
の
近
代
的
な
生
産
事
業
の
発
展
を
後
押
し
し
た
か
ら

で
あ
る
。
外
資
が
中
国
に
投
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
外
国
の
科
学
技

術
も
も
ち
こ
ま
れ
、
中
国
の
原
始
的
な
生
産
方
法
が
崩
さ
れ
た
。
手

工
業
制
が
覆
さ
れ
、
新
し
い
機
器
、
技
術
、
管
理
方
法
、
新
た
な
工

業
と
商
業
の
制
度
が
も
ち
こ
ま
れ
る
と
、
中
国
の
古
い
あ
り
方
を
継

続
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
工
業
革
命
の
道
を
歩
む
こ
と
を
せ
ま
ら
れ

た
。
も
し
外
資
が
中
国
に
進
出
し
て
こ
な
け
れ
ば
、
中
国
は
し
ば
ら

く
の
あ
い
だ
、
工
業
革
命
の
道
を
歩
め
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

少
な
く
と
も
そ
の
道
を
早
く
歩
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

二
つ
め
は
、
外
資
が
中
国
経
済
の
発
展
に
奉
仕
す
る
部
分
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
投
資
の
本
来
の
目
的
は
政
治
的
勢
力
の
伸
長
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
目
標
が
す
べ
て
実
現
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
投
資
の
一

部
、
特
に
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
や
交
通
関
連
の
投
資
は
、
往
々
に
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し
て
中
国
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
性
格
を
伴
う
こ
と
に
な
っ
た
。

三
つ
め
は
、
外
資
が
中
国
経
済
の
発
展
と
世
界
と
を
融
合
さ
せ
た
か

ら
で
あ
る
。
外
資
の
流
入
は
、
中
国
の
伝
統
的
な
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
や
思
想
に
大
き
な
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
。
中
国
は
経
済
の
面
で
必

ず
世
界
の
水
準
に
追
い
つ
か
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、

国
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た）（1
（

。

　

ま
た
、
客
観
的
に
み
て
、
近
代
日
中
間
の
非
戦
時
期
に
お
け
る
経

済
面
で
の
交
流
は
、
明
ら
か
に
双
方
の
経
済
発
展
を
促
す
効
果
が

あ
っ
た
。

　

一
九
一
二
～
三
一
年
に
お
け
る
日
本
か
ら
中
国
へ
の
主
要
輸
出
品

は
一
三
に
の
ぼ
る
。
綿
製
品
及
び
綿
糸
、
砂
糖
、
金
属
製
品
、
石
炭
、

綿
花
（
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
長
繊
維
綿
）、
水
産
物
、
紙
、
機

械
（
主
に
紡
織
機
械
）、
小
麦
粉
、
木
材
、
電
気
材
料
、
化
学
品
、
ゴ

ム
及
び
ゴ
ム
製
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
商
品
の
輸
入
が
た
え
ず
増
え
た

こ
と
は
、
中
国
の
工
業
生
産
と
中
国
の
人
々
の
工
業
製
品
に
対
す
る

需
要
が
拡
大
し
た
こ
と
を
意
味
す
る）（1
（

。
例
え
ば
、
日
本
か
ら
輸
入
さ

れ
た
機
械
製
綿
糸
は
、
青
島
の
在
華
紡
の
製
品
と
と
も
に
山
東
省
最

大
の
農
村
織
布
工
業
が
展
開
す
る
濰
県
で
最
も
重
要
な
原
料
で
あ
っ

た
。
こ
の
地
域
で
農
民
は
、
製
織
を
農
耕
の
合
間
に
行
う
唯
一
の
副

業
と
し
、
外
来
の
綿
糸
と
当
地
で
製
造
さ
れ
た
鉄
製
、
木
製
の
機
械

を
利
用
し
て
農
閑
期
に
各
種
の
布
を
織
っ
た
。
県
東
部
の
穆
村
、
眉

村
、
濰
河
沿
岸
は
特
に
生
産
が
盛
ん
で
あ
り
、
製
織
の
時
期
に
な
る

と
、
老
若
男
女
が
一
生
懸
命
作
業
に
取
り
く
み
、
一
帯
に
織
機
の
音

が
響
き
わ
た
っ
た
。

　

濰
県
は
葉
煙
草
の
産
地
で
も
あ
り
、
原
料
の
栽
培
、
製
品
の
生
産

の
い
ず
れ
に
も
日
本
資
本
の
役
割
が
見
い
だ
さ
れ
る
。「
農
民
は
大

き
な
利
益
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
相
次
い
で
煙
草
の
葉
を
栽
培
し
、
毎

年
の
生
産
額
は
三
〇
〇
万
元
あ
ま
り
で
、
小
麦
の
生
産
額
に
ひ
け
を

と
ら
な
い
。
現
在
、
煙
草
の
葉
の
生
産
は
全
盛
期
で
、
農
村
経
済
に

と
っ
て
非
常
に
大
き
な
助
け
で
あ
る
」、
ま
た
、
煙
草
の
生
産
に
つ

い
て
「
労
働
者
、
資
本
家
と
も
大
き
な
利
益
を
得
た
。
財
政
部
燻
煙

税
局
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
蛤
蟆
屯
か
ら
辛
店
に
か
け
て
の
一
帯
で
、

一
九
三
二
年
の
地
方
燻
煙
税
の
税
収
が
約
一
一
〇
万
元
に
ま
で
達
し

た
」
と
い
う
記
述
が
一
九
三
〇
年
代
の
資
料
に
み
ら
れ
る）（1
（

。

　

上
海
へ
の
投
資
に
も
、
日
本
資
本
の
積
極
的
な
役
割
が
見
い
だ
せ

る
。
日
本
資
本
は
上
海
の
商
業
と
対
外
貿
易
の
繁
栄
を
促
し
、
ま
た
、

近
代
中
国
最
大
の
貿
易
港
で
あ
り
商
工
業
の
中
心
で
あ
る
上
海
の
物

質
面
、
技
術
面
の
基
盤
を
支
え
た
。
近
代
上
海
の
各
種
近
代
工
業
の

う
ち
、
綿
紡
織
業
は
外
国
、
中
国
両
資
本
の
投
資
額
が
最
も
多
く
、

上
海
の
近
代
工
業
発
展
の
水
準
と
方
向
を
示
す
代
表
的
な
産
業
で
あ
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る
。
近
代
日
本
の
上
海
へ
の
工
業
投
資
と
は
ま
さ
に
綿
紡
織
業
へ
の

投
資
で
あ
っ
た
。
上
海
特
別
市
の
一
九
二
八
年
の
統
計
に
よ
る
と
、

上
海
に
お
け
る
す
べ
て
の
近
代
工
業
資
本
の
う
ち
、
最
も
多
い
の
は

日
本
資
本
で
あ
り
、
個
々
の
工
業
企
業
の
平
均
資
本
額
も
、
日
本
資

本
が
最
も
高
か
っ
た）（1
（

。
当
時
の
上
海
に
お
け
る
中
国
資
本
の
紡
績
工

場
は
二
四
軒
、
紡
錘
数
は
七
七
万
六
三
八
八
、
綿
糸
の
生
産
量
は
四

七
万
五
六
〇
梱
、
日
本
資
本
の
紡
績
工
場
は
三
二
軒
、
紡
錘
数
は
一

〇
一
万
、
綿
糸
の
生
産
量
は
四
七
万
七
七
一
梱
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
の

紡
績
工
場
は
三
軒
、
紡
錘
数
は
一
五
万
三
三
二
〇
、
綿
糸
の
生
産
量

は
一
二
万
九
五
二
二
梱
で
あ
っ
た）（1
（

。

　

上
海
で
投
資
を
行
っ
た
日
本
企
業
は
、
政
府
や
大
企
業
を
背
景
に

も
ち
、
規
模
が
大
き
く
先
進
的
な
技
術
を
も
つ
「
国
策
企
業
」
だ
け

で
な
く
、
経
営
が
活
発
で
、
数
十
に
お
よ
ぶ
産
業
分
野
の
二
五
〇
あ

ま
り
の
小
規
模
な
民
間
企
業
も
あ
っ
た
。
創
設
時
期
と
資
本
額
が
具

体
的
に
わ
か
る
も
の
は
一
二
〇
以
上
に
の
ぼ
る
。
例
と
し
て
、
醸
造

業
の
島
喜
醤
色
廠
、
小
玉
醤
油
廠
、
灘
屋
造
酒
廠
、
大
和
造
酒
廠
、

煙
草
製
造
業
の
聯
華
煙
草
公
司
、
東
亜
煙
草
株
式
会
社
、
食
品
工
業

の
吉
田
洋
行
、
渡
邊
洋
行
工
廠
、
瑞
新
澱
粉
廠
、
紡
織
業
の
東
亜
製

麻
、
康
泰
絨
布
廠
、
東
華
織
廠
、
瑞
和
毛
巾
廠
、
小
林
紗
帯
廠
、
中

華
染
色
整
煉
会
社
、
美
華
印
染
廠
、
中
和
染
織
廠
、
上
海
製
造
絹
糸

株
式
会
社
、
日
華
蚕
糸
株
式
会
社
、
陶
磁
器
・
ガ
ラ
ス
製
造
業
の
宝

山
玻
璃
廠
、
宝
成
玻
璃
廠
、
三
公
料
器
廠
、
中
華
陶
瓷
工
廠
、
金
泰

冷
熱
水
瓶
廠
、
美
芳
熱
水
瓶
廠
、
人
和
熱
水
瓶
廠
、
金
生
熱
水
瓶
廠
、

宝
生
工
廠
、
中
興
料
器
行
、
皮
革
業
の
江
南
製
革
廠
、
中
華
皮
革
廠
、

ゴ
ム
工
業
の
泰
山
橡
皮
廠
、
正
泰
橡
皮
廠
、
義
生
橡
皮
廠
、
大
新
橡

皮
廠
、
慶
経
橡
皮
廠
、
マ
ッ
チ
製
造
業
の
燧
生
火
柴
公
司
、
石
鹸
製

造
業
の
瑞
宝
洋
行
、
上
海
油
脂
工
業
株
式
会
社
、
紙
加
工
業
の
岡
島

紙
器
工
業
廠
、
恒
誠
紙
器
工
廠
、
秋
葉
紙
器
廠
、
金
属
加
工
業
の
公

興
鉄
廠
、
美
亨
廠
、
泰
昌
機
器
廠
、
中
華
金
属
精
煉
廠
、
安
川
電
機

廠
、
和
興
煉
銅
廠
、
上
海
銼
刀
廠
、
大
阪
機
械
製
作
所
上
海
工
廠
、

田
中
鉄
工
所
、
公
和
電
工
廠
、
黄
浦
鉄
廠
、
明
華
機
械
廠
、
木
材
加

工
業
の
野
村
鋸
木
廠
、
造
船
業
の
東
華
造
船
鉄
工
株
式
会
社
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
上
記
以
外
の
各
種
工
業
企
業
と
し
て
、
安
住
化
学
工

業
廠
、
懋
龍
傘
骨
廠
、
大
華
製
帽
廠
、
冠
麗
製
帽
廠
、
淡
海
洋
行
、

泰
豊
衛
生
材
料
廠
、
上
海
印
刷
株
式
会
社
、
蘆
澤
印
刷
所
、
瑞
祥
洋

行
、
順
治
雕
刻
廠
、
申
泰
汽
車
廠
、
中
華
雕
刻
廠
な
ど
が
あ
っ
た）11
（

。

　

こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
日
系
企
業
は
、
近

代
工
業
の
創
始
者
と
し
て
、
民
族
資
本
に
と
っ
て
目
標
と
す
べ
き
手

本
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
民
族
資
本
工
業
の
誕
生
と
成
長
を
促
し

た
。
ま
た
、
近
代
的
な
工
業
技
術
の
導
入
、
展
示
、
普
及
の
窓
口
と
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な
り
、
先
進
技
術
を
上
海
に
も
た
ら
し
、
民
族
資
本
が
近
代
的
技
術

を
把
握
し
技
術
革
新
を
進
め
る
こ
と
を
促
し
た）1（
（

。

　

日
中
貿
易
が
資
源
に
乏
し
い
日
本
に
も
た
ら
し
た
積
極
的
な
影
響

も
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
寺
内
内
閣
で
大
蔵
大
臣

を
つ
と
め
た
勝
田
主
計
は
、
は
や
く
も
一
九
一
八
年
に
明
確
に
次
の

よ
う
に
指
摘
し
た
。
一
つ
め
は
、
両
国
の
地
理
、
歴
史
の
関
係
を
ふ

ま
え
た
指
摘
で
あ
り
、「
関
係
の
密
接
な
隣
国
が
不
振
で
あ
る
こ
と

は
大
和
民
族
発
展
の
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
中
国
を
十
分
に
研
究
し

て
大
陸
に
雄
飛
す
る
こ
と
を
期
し
、
ア
ジ
ア
人
種
の
面
目
を
一
新
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
つ
め
は
、
日
本

の
国
民
経
済
の
独
立
を
追
求
す
る
必
要
性
か
ら
の
指
摘
で
あ
る
。
そ

れ
は
「
日
本
国
民
が
必
要
と
す
る
商
品
は
決
し
て
国
内
だ
け
で
は
生

産
で
き
な
い
。
日
本
国
民
は
国
内
の
物
資
だ
け
で
経
済
面
の
独
立
を

維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
多
く
の
原
料
を
諸
外
国
に
求
め
、
こ

れ
に
加
工
を
施
し
、
商
品
を
つ
く
り
だ
し
、
商
業
、
貿
易
の
道
を
開

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
本
国
民
が
経
済
独
立
の
基
礎
を
世
界
に
求
め

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
、
誰
も
疑
義
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
人

種
、
文
明
、
地
理
、
歴
史
な
ど
の
関
係
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
経
済

独
立
の
基
礎
は
も
っ
ぱ
ら
東
洋
に
求
め
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
は
自

然
の
道
理
で
あ
る
。
東
洋
の
な
か
で
、
面
積
が
広
く
資
源
が
豊
富
な

中
国
に
求
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
三
つ

め
は
、
日
本
が
国
防
の
独
立
を
追
求
す
る
必
要
性
か
ら
の
指
摘
で
あ

り
、「
中
国
は
鉄
鉱
石
、
石
炭
が
豊
富
で
、
石
油
も
有
望
で
あ
り
、

ま
た
綿
花
の
栽
培
や
羊
の
飼
育
な
ど
に
も
適
し
て
い
る
。
日
本
の
国

民
経
済
や
日
本
の
国
防
計
画
の
実
施
に
と
っ
て
必
要
な
原
料
物
資
は

ほ
と
ん
ど
中
国
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

日
中
間
で
常
に
経
済
面
の
し
っ
か
り
と
し
た
関
係
を
つ
く
っ
て
お
く

こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る）11
（

。

　

近
代
の
中
国
か
ら
日
本
へ
の
主
要
輸
出
品
は
、
大
豆
及
び
大
豆
粕
、

綿
花
、
生
糸
及
び
絹
織
物
、
種
子
類
、
石
炭
、
銑
鉄
、
皮
革
、
麻
、

麩
、
木
材
、
穀
物
、
鶏
卵
な
ど
で
あ
っ
た
。
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
九

一
二
～
三
一
年
に
お
い
て
、
日
本
の
中
国
か
ら
の
輸
入
額
は
、
ア
メ

リ
カ
、
イ
ン
ド
か
ら
の
輸
入
と
な
ら
び
上
位
に
位
置
し
た）11
（

。
中
国
の

提
供
す
る
豊
富
な
工
業
原
料
と
広
大
な
販
売
市
場
に
よ
っ
て
、
日
本

は
経
済
近
代
化
の
強
い
基
盤
を
獲
得
し
た
。
明
治
維
新
後
、
日
本
社

会
の
各
界
は
「
脱
亜
入
欧
」
論
を
模
範
と
し
た
が
、
そ
れ
は
い
く
ら

か
の
制
度
と
技
術
の
面
で
関
わ
り
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い）11
（

。
実
際
の

物
質
的
利
益
と
向
き
あ
う
上
で
、
工
業
資
源
に
乏
し
く
国
内
市
場
の

小
さ
い
日
本
は
、
土
地
が
広
大
で
資
源
が
豊
か
な
大
国
で
あ
る
中
国

か
ら
離
れ
、
独
り
よ
が
り
の
姿
勢
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
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し
、
限
り
な
く
貪
欲
な
日
本
の
軍
国
主
義
者
は
恩
を
仇
で
返
し
、
野

蛮
な
中
国
侵
略
戦
争
と
拡
張
政
策
を
通
し
て
、
純
朴
で
善
良
な
中
国

の
人
々
を
酷
使
し
よ
う
と
試
み
た
。
こ
れ
は
必
然
的
に
被
圧
迫
者
の

強
い
抵
抗
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
は
中
国
に
対
す
る
強
権
的
な
政
治

の
夢
想
が
徹
底
し
て
砕
か
れ
る
ま
で
続
い
た
。

　

歴
史
と
は
一
つ
の
鏡
で
あ
り
、
財
産
で
も
あ
る
。
冷
静
に
真
実
を

求
め
る
と
い
う
態
度
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
日
中
間
の
経
済

交
流
の
複
雑
な
内
容
に
つ
い
て
深
く
分
析
し
、
歴
史
的
位
置
を
正
確

に
明
ら
か
に
し
、
そ
し
て
客
観
的
で
全
体
的
な
判
断
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
両
国
の
近
代
の
経
済
交
流
に
お
け
る
「
正
」
と
「
反
」
の

事
実
は
、
和
す
れ
ば
則
ち
共
に
利
し
、
争
え
ば
共
に
傷
つ
く
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
徹
底
し
て
日
本
の
軍
国
主
義
を
取
り
の
ぞ
き
、
日
中

双
方
が
対
等
で
と
も
に
利
益
を
受
け
る
協
力
関
係
を
広
げ
る
こ
と
で
、

日
中
両
国
の
経
済
関
係
を
正
し
い
方
向
へ
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。（

（
）		

陳
景
彦
「
建
国
前
有
関
近
代
中
日
経
済
関
係
史
研
究
述
評
」

『
現
代
日
本
経
済
』
一
九
九
一
年
二
期
、
同
「
建
国
後
有
関
近
代

中
日
経
済
関
係
史
研
究
述
評
」『
現
代
日
本
経
済
』
一
九
九
一
年

五
期
、
浅
田
喬
二
等
著
、
袁
愈
佺
訳
『
一
九
三
七
─
一
九
四
五
日

本
在
中
国
淪
陷
区
的
経
済
掠
奪
』
上
海
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
一

九
九
七
年
（
原
書
は
、
浅
田
喬
二
編
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
中
国

─
中
国
占
領
地
経
済
の
研
究
─
』
楽
游
書
房
、
一
九
八
一
年
）。

（
（
）		

婁
向
哲
「
論
近
代
中
日
貿
易
対
日
本
経
済
発
展
之
影
響
」『
歴

史
教
学
』
一
九
九
五
年
一
二
期
。

（
（
）		

樊
如
森
「
近
代
日
本
対
上
海
的
貿
易
和
投
資
」『
城
市
史
研

究
』
二
七
輯
、
二
〇
一
一
年
、
樊
如
森
・
呉
煥
良
「
近
代
中
日
貿

易
述
評
」『
史
学
月
刊
』
二
〇
一
二
年
六
期
、
吉
田
建
一
郎
「
占

領
期
前
後
に
お
け
る
山
東
タ
マ
ゴ
の
対
外
輸
出
」
本
庄
比
佐
子
編

『
日
本
の
青
島
占
領
と
山
東
の
社
会
経
済
一
九
一
四
─
二
二
年
』

財
団
法
人
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
。

（
4
）		

蔡
謙
『
近
二
十
年
来
之
中
日
貿
易
及
其
主
要
商
品
』
上
海
、
商

務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
、
五
頁
。

（
5
）		

中
国
の
版
図
の
変
化
、
文
書
と
実
際
と
の
違
い
に
よ
り
、
近
代

中
国
の
開
港
場
の
数
は
研
究
者
に
よ
り
異
な
る
。
漆
樹
芬
に
よ
れ

ば
、
一
九
二
二
年
の
中
国
の
開
港
場
は
九
七
、
中
国
が
自
ら
開
港

し
た
「
自
開
商
埠
」
が
二
七
、
条
約
で
開
港
し
た
「
約
開
商
埠
」

が
七
〇
、
う
ち
イ
ギ
リ
ス
主
導
の
も
の
が
二
八
で
最
多
、
つ
い
で

日
本
の
主
導
に
よ
る
も
の
が
二
五
で
あ
っ
た
（
漆
樹
芬
『
経
済
侵

略
下
之
中
国
』
上
海
、
独
立
青
年
雑
誌
社
、
一
九
二
六
年
、
一
〇

九
～
一
一
七
頁
）。
呉
松
弟
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
の
中
国
に

お
け
る
開
港
場
、
租
借
地
、
植
民
地
は
全
部
で
一
一
〇
で
あ
る

（
呉
松
弟
主
編
『
中
国
百
年
経
済
拼
図
─
港
口
城
市
及
其
腹
地
与

中
国
現
代
化
』
済
南
、
山
東
画
報
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
四

頁
）。
楊
天
宏
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
四
年
の
中
国
の
「
自
開
商
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埠
」
は
五
二
で
、
そ
の
数
は
「
約
開
商
埠
」
と
ほ
ぼ
等
し
か
っ
た

（
楊
天
宏
「
近
代
中
国
自
開
商
埠
研
究
述
論
」『
四
川
師
範
大
学
学

報
（
社
会
科
学
版
）』
二
八
巻
六
期
、
二
〇
〇
一
年
）。
三
氏
の
統

計
の
う
ち
、
漆
氏
の
も
の
は
、
各
開
港
場
の
開
放
に
関
す
る
詳
細

な
史
料
に
依
拠
し
て
お
り
、
呉
、
楊
両
氏
の
も
の
は
い
ず
れ
も
詳

細
な
注
を
欠
く
。
こ
の
た
め
本
稿
で
は
、
漆
氏
の
説
明
を
基
礎
に

推
定
を
行
な
っ
た
。
た
だ
し
漆
氏
の
説
明
に
含
ま
れ
て
い
な
い
場

所
も
あ
る
。
外
蒙
古
の
庫
倫
（
開
放
は
一
八
六
一
年
）、
烏
裡
雅

蘇
台
（
一
八
八
一
年
）、
科
布
多
（
一
八
八
一
年
）
の
三
か
所
、

台
湾
の
安
平
（
開
港
は
一
八
六
〇
年
）、
淡
水
（
一
八
六
〇
年
）、

基
隆
（
一
八
六
三
年
）、
打
狗
（
一
八
六
四
年
）
の
四
か
所
、
香

港
、
マ
カ
オ
の
二
植
民
地
、
関
東
州
（
一
八
九
八
年
）、
威
海
衛

（
一
八
九
八
年
）、
膠
州
湾
（
一
八
九
八
年
）、
広
州
湾
（
一
八
九

九
年
）
の
四
つ
の
租
借
地
、
一
九
二
二
年
以
降
に
正
式
に
開
放
さ

れ
た
無
錫
（
一
九
二
三
年
）、
賓
興
洲
（
一
九
二
三
年
）、
蚌
埠

（
一
九
二
四
年
）、
銅
鼓
（
一
九
二
四
年
）、
中
山
港
（
一
九
三
〇

年
）
の
五
つ
の
「
自
開
商
埠
」
で
あ
る
。
ま
た
漆
氏
は
、
呉
淞
を

ド
イ
ツ
と
の
条
約
に
よ
り
開
か
れ
た
港
と
し
て
い
る
が
、「
自
開

商
埠
」
と
す
べ
き
で
あ
る
（
上
海
市
宝
山
区
史
志
編
纂
委
員
会
編

『
呉
淞
区
志
』
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）。
以
上

を
総
合
し
、
筆
者
は
、
一
九
三
〇
年
ま
で
に
中
国
の
開
港
場
の
数

は
一
一
五
に
の
ぼ
り
、
う
ち
「
約
開
商
埠
」
が
八
二
、「
自
開
商

埠
」
が
三
三
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

（
6
）		

前
掲
『
近
二
十
年
来
之
中
日
貿
易
及
其
主
要
商
品
』
一
三
頁
。

（
7
）		

こ
れ
は
、
当
時
日
本
が
金
本
位
制
を
採
用
し
、
中
国
の
海
関
統

計
が
銀
本
位
制
を
基
礎
と
し
て
い
た
こ
と
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

海
関
両
を
米
ド
ル
に
換
算
し
て
も
、
一
九
三
一
年
と
一
九
一
二
年

を
比
べ
る
と
、
日
本
の
対
中
輸
出
額
は
一･

四
九
倍
に
、
中
国
の

対
日
輸
出
額
は
二
・
二
倍
に
、
両
国
間
の
貿
易
額
の
合
計
は
一
・

七
六
倍
に
増
え
る
だ
け
で
あ
る
（
前
掲
『
近
二
十
年
来
之
中
日
貿

易
及
其
主
要
商
品
』
三
八
頁
）。

（
8
）		

黄
尊
厳
「
一
九
一
四
─
一
九
二
二
年
日
本
在
山
東
的
非
法
貿
易

和
走
私
活
動
」『
斉
魯
学
刊
』
一
九
九
四
年
六
期
、
前
掲
『
一
九

三
七
─
一
九
四
五
日
本
在
中
国
淪
陥
区
的
経
済
掠
奪
』。

（
9
）		

雷
麦
（C.F.	Rem

er

）
著
、
蔣
学
楷
・
趙
康
節
訳
『
外
人
在

華
投
資
』
北
京
、
商
務
印
書
館
、
一
九
五
九
年
、
五
三
、
三
八
〇

頁
。

（
（0
）		

金
冶
井
谷
著
、
中
国
太
平
洋
国
際
学
会
編
訳
『
日
本
対
華
投

資
』
中
国
太
平
洋
国
際
学
会
、
一
九
三
二
年
、
三
、
四
、
二
二
頁
。

（
（（
）		

史
太
因
（G.	Stein

）
著
、
陳
克
文
訳
『
日
本
工
業
和
対
外
貿

易
』
長
沙
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
九
年
、
一
四
九
頁
。

（
（（
）		

趙
蘭
坪
『
日
本
対
華
商
業
』
上
海
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
三

年
、
一
五
頁
。

（
（（
）		

劉
世
仁
『
日
本
対
華
経
済
侵
略
史
』
福
州
、
文
明
書
局
、
一
九

三
八
年
、「
自
序
」
一
～
二
頁
。

（
（4
）		

鄒
魯
『
日
本
対
華
経
済
侵
略
』
広
州
、
国
立
中
山
大
学
出
版
部
、

一
九
三
五
年
、
一
〇
、
三
二
一
頁
。

（
（5
）		
高
平
叔
・
丁
雨
山
『
外
人
在
華
投
資
之
過
去
与
現
在
』
重
慶
、

中
華
書
局
、
一
九
四
四
年
、
三
七
～
四
〇
頁
。

（
（6
）		

一
九
一
四
～
三
一
年
に
お
い
て
、
中
国
の
貿
易
額
に
占
め
る
日
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本
と
イ
ギ
リ
ス
（
本
国
、
香
港
、
イ
ン
ド
）
の
割
合
の
差
が
縮
小

し
、
半
数
以
上
の
年
で
両
者
は
ほ
ぼ
均
衡
、
四
年
間
は
日
本
が
イ

ギ
リ
ス
を
超
え
て
首
位
を
占
め
た
（
前
掲
『
近
二
十
年
来
之
中
日

貿
易
及
其
主
要
商
品
』
附
表
六
～
八
頁
）。

（
（7
）		

膠
済
鉄
路
管
理
局
車
務
処
編
輯
『
膠
済
鉄
路
沿
線
経
済
調
査
報

告
分
編
』
一
九
三
四
年
、
二
十
一
濰
県
、
五
、
一
三
頁
。

（
（8
）		

「
統
計
図
表
四	
上
海
各
国
工
廠
資
本
総
数
比
較
図
」
上
海
特
別

市
社
会
局
編
『
上
海
之
工
業
』
上
海
、
中
華
書
局
、
一
九
三
〇
年
。

（
（9
）		

前
掲
『
上
海
之
工
業
』
五
頁
。

（
（0
）		

張
肖
梅
編
輯
『
日
本
対
滬
投
資
』
上
海
、
商
務
印
書
館
、
一
九

三
七
年
、
六
八
～
七
六
頁
。

（
（（
）		

許
金
生
『
近
代
上
海
日
資
工
業
史
（
一
八
八
四
─
一
九
三
七
）』

上
海
、
学
林
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
三
〇
六
頁
。

（
（（
）		

勝
田
主
計
著
・
龔
德
柏
訳
『
日
本
対
華
侵
略
之
過
去
及
将
来
』

上
海
、
光
華
書
局
、
一
九
三
一
年
、
二
～
九
頁
。

（
（（
）		

前
掲
『
近
二
十
年
来
之
中
日
貿
易
及
其
主
要
商
品
』
附
表
第
九

頁
。

（
（4
）		

周
振
鶴
は
、
日
本
近
代
の
全
面
的
な
西
洋
化
は
華
麗
な
上
着
を

身
に
ま
と
っ
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
た
（
周
振
鶴
「
当
飯
菜

吃
還
是
当
衣
服
穿
？
」
同
『
随
無
涯
之
旅
』
北
京
、
三
聯
書
店
、

一
九
九
六
年
）。

（
ふ
ぁ
ん
　
る
ー
せ
ん
・
復
旦
大
学
歴
史
地
理
研
究
中
心
教
授
）

（
訳
／
よ
し
だ
　
た
て
い
ち
ろ
う
・
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
所
長
、

大
阪
経
済
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）

〔	

編
集
委
員
会
注
記
〕　

本
稿
は
二
〇
一
六
年
一
二
月
三
日
、
大
阪
経
済

大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
第
八
四
回
経
済
史
研
究
会
で
の
報
告
を
基
に

執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。




